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12
月
11
日（
日
）上
郷
児
童
館
で
バ
ル
ー

ン
ス
ケ
ッ
チ
さ
ん
を
先
生
に
12
組
の
親
子

が
参
加
し
て
親
子
バ
ル
ー
ン
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
先
生
か
ら
バ
ル
ー

ン
の
扱
い
方
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
親

子
で
バ
ル
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
あ
と
わ
ず
か
、
す
て
き
な
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

バ
ル
ー
ン
（
ゴ
ム
風
船
）
を
数
個
つ
な

げ
て
、
花
束
の
よ
う
に
束
ね
た
バ
ル
ー
ン

ブ
ー
ケ
、
ア
ー
チ
状
に
す
る
バ
ル
ー
ン

ア
ー
チ
な
ど
色
々
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で
目
に
し
た
こ

　

11
月
18
日
、
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
お
い

て
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
体
育
協
会
（
会

長　

達
増
拓
也
）
よ
り
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
多
大
の
業
績
を
あ
げ
、
そ

の
功
績
顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
、
功
労
賞

を
上
郷
町
平
野
原
の
荻
野
七
朗
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

の
創
設
に
関
わ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普

及
、
発
展
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
受
賞
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。　

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

完
成
品
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
カ

ラ
ー
写
真
で
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
現
在
の
１
０

行
政
区
か
ら
６
行
政
区
に
再
編
統
合
と
な

り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
展
し
地
域
社

会
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ
と
に
備
え
、

新
た
な
市
民
協
働
の
仕
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
市
民
協
働
の
仕
組
み
は
、
次
の

３
点
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

①
地
域
運
営
組
織
を
構
築
す
る

②
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
指
定
管
理
者

へ
委
託
す
る

③
行
政
区
を
再
編
す
る

 

そ
の
中
で
行
政
区
再
編
統
合
は
、
左
記

の
点
を
考
慮
し
決
定
し
た
も
の
で
す
。

①
60
世
帯
以
下
の
行
政
区
を
解
消
す
る

②
高
齢
化
率
を
予
測

③
地
元
の
要
望
を
配
慮

　

現
在
各
区
で
は
役
員
を
中
心
と
し
て
統

合
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。  

　

１
月
以
降
新
行
政
区
自
治
会
の
設
立
総

会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

上
郷
町
の
地
域
支
え
合
い
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
、
買
い
物
ツ
ア
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

毎
月
第
１
～
第
４
水
曜
日
の
午
前
か
午

後
の
２
時
間
程
度
で
、
一
回
千
円
の
有
料

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

お
手
伝
い
の
内
容
は
、
専
用
車
両
に
添
乗

し
利
用
者
の
買
い
物
の
補
助
で
す
。

　

申
込
み
先
：
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
電

話
番
号
６
５
ー
２
０
２
２
）
に
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
１
月
よ
り
先
生
を
お
呼
び
し

て
軽
体
操
を
中
心
と
し
た
健
康
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
（
月
４

回
）
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
２
時
３
０
分

ま
で
、
参
加
費
は
月
５
０
０
円
で
す
。
つ

い
つ
い
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
体
を
動
か
す

こ
と
が
少
な
い
こ
の
冬
、
軽
体
操
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

詳
し
く
は
上
郷

地
区
セ
ン
タ
ー

（
電
話
６
５
ー

２
０
２
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
道
２
８
３
号
線
脇
に
建
て
ら
れ
た

「
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
の
文
字

が
消
え
、
看
板
が
見
つ
か
ら
な
い
と
来
訪

者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

遠
野
市
と
協
議
し
、
現
在
看
板
の
改
修

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
錆
び
て
穴
が

つ
い
て
劣
化
が
著
し
い
頂
部
の
飾
り
は
撤

去
す
る
な
ど
、
改
修
後
は
全
体
的
に
ス

マ
ー
ト
な
形
と
な
り
ま
す
。

　

完
成

は
年
内

を
予
定

し
て
お

り
ま
す
。

旧行政区 新行政区 旧行政区 新行政区

１区第１行政区 ６区
第４行政区

２区
第２行政区

７区

３区 ８区
第５行政区

４区
第３行政区

１０区

５区 ９区第６行政区
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■ごみの収集日（12 月 ~1 月）
12月 21 日 ( 火 )燃えるゴミ

23 日 ( 木 )びん・プラ製容器包装
28 日 ( 火 )燃えるゴミ
30 日 ( 木 )燃えるゴミ臨時収集日

1月 4日 ( 火 )燃えるゴミ
6日 ( 木 )燃えないゴミ・粗大ごみ
11 日 ( 火 )燃えるゴミ
13 日 ( 木 )紙類・プラ製容器包装
18 日 ( 火 )燃えるゴミ

有害ごみ (蛍光灯、乾電池 )は地区センターへ

■上郷町予定（12 月 ~1 月）
12月 19 日（日） 市長井戸端会議

22 日（水） 支援調整会議
27 日（月） 官公署連絡会議
29 日（水） 年末閉館（1月 3日まで）

1 月 5 日（水） 民児協
6日（木） 定例区長会
7日（金） 万年青クラブ
12 日（水） ちびっこ栄養教室

　

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
12
月
30

日
（
木
）
に
「
ご
み
」
の
臨
時
収
集
を
行

い
ま
す
。
収
集
す
る
ご
み
は
「
も
え
る
ご

み
」
の
み
で
す
。
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

指
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
に
お
け
る
遠
野
中
継
セ
ン

タ
ー
（
綾
織
）
へ
の
「
も
え
る
ご
み
」
の

持
込
み
は
、
12
月
29
日(

水)

、
12
月
30

日(

木)

及
び
1
月
3
日(

月)

に
有
料

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
午

前
8
時
45
分
か
ら
午

後
4
時
30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

A
・
13

仙
人
峠

　

細
越
の
沓
掛
を
登
り
口
と
し
て
、
東
海

岸
の
釜
石
へ
越
え
る
標
高
八
八
七
㍍
の
嶮

し
い
峠
。
藩
政
時
代
に
は
釜
石
か
ら
海
産

物
、
遠
野
か
ら
米
や
雑
穀
を
輸
送
す
る
重

要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て

釜
石
の
製
鉄
所
が
発
展
す
る
と
さ
ら
に
頻

繁
に
な
っ
た
。
大
正
四
年(

一
九
一
五)

に
開
通
し
た
岩
手
軽
便
鉄
道
は
、
こ
の
峠

に
ト
ン
ネ
ル
を
堀
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て

索
道
を
作
っ
て
物
資
の
輸
送
に
あ
た
っ

た
。
沓
掛
は
交
通
の
要
衝
の
集
落
と
し
て

栄
え
、
休
み
茶
屋
、
駕
籠
屋
な
ど
が
あ
り
、

峠
頂
上
の
茶
屋
で
は
水
も
売
っ
て
い
た
。

昭
和
二
五
年(

一
九
五
〇)

国
鉄
釜
石
線

の
全
通
、
昭
和
三
四
年(

一
九
五
九)

の

仙
人
有
料
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ

て
、
仙
人
峠
の
面
影
は
な
く
な
っ
た
。

A
・
14

三
光
坊(

さ
ん
こ
う
ぽ
う)

の
墓

　

佐
生
田
部
落
、
細
越
三
六
地
割
付
近
。

仙
人
峠
の
頂
上
に
仙
人
堂
が
あ
っ
た
「
遠

野
物
語
」
四
九
に
あ
る
「
仙
人
の
像
を
祀

り
た
る
堂
」
の
別
当
が
三
光
坊
で
あ
る
。

仙
人
堂
の
御
神
体
は
高
さ
六
〇
㌢
程
の
木

像
で
右
腕
は
欠
け
左
足
に
は
木
の
枝
が
継

が
れ
て
痛
々
し
い
が
、
今
は
佐
生
田
の
お

仙
人
堂
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
国

道
二
八
三
号
線
を
渡
り
一
〇
〇
㍍
程
南
側

に
三
光
坊
の
墓
碑
が
あ
り
、「
松
嶺
法
師

三
光
坊
之
霊
位
・
元
文
口
年
十
月
一
四
日
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
元
文
と
は
西
暦
の

一
七
三
六
～
一
七
四
〇
年
の
頃
で
あ
る
。

A
・
15

畑
屋(

は
た
や)

観
音

　

細
越
三
五
地
割
内
、
畑
屋
部
落
の
中
ほ

ど
畑
屋
沢
右
岸
の
山
麓
に
社
が
あ
る
。

『
遠
野
物
語
』
を
は
じ
め
、
上
郷
、
甲
子
、

栗
橋
の
伝
説
に
和
糠
の
猟
師
と
し
て
「
畑

屋
の
縫
」
が
登
場
す
る
、
そ
の
末
孫
が
畑

屋
の
高
橋
家
で
あ
る
。
畑
屋
観
音
の
本
尊

は
、高
さ
四
〇
㌢
程
の
千
手
観
音
像
で「
縫

之
助
」
の
霊
を
祀
る
た
め
、
子
孫
が
京
都

で
求
め
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

A
・
16

細
越
小
学
校
跡

　

東
細
越
番
屋(

現
在
二
区
自
治
会
館)

東
細
越
小
学
校
は
明
治13

年
に
開
設
さ

れ
仮
校
舎
な
ど
を
移
転
し
、
明
治
三
二
年

に
校
舎
が
改
築
さ
れ
、
そ
の
後
上
郷
尋
常

高
等
小
学
校
細
越
分
教
場
と
な
り
、
昭
和

四
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

A
・
17

仙
人
分
教
場
跡

　

仙
人
峠
駅
社
宅
、
大
正
四
年
、
岩
手
軽

便
鉄
道
の
開
設
に
よ
り
沓
掛
で
鉄
道
開
係

従
業
員
が
急
増
し
、
社
宅
を
仮
教
室
と
し

て
上
郷
尋
常
高
等
小
学
校
の
出
張
教
授
所

と
し
た
。

（
こ
の
記
事
は
不
定
期
に
掲
載
し
ま
す
。

冊
子
は
地
区
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

　

コ
ー
ラ
ス
野
菊
は
平
成
８
年
８
月
に
尾

形
美
恵
さ
ん
の
発
案
で
誕
生
し
、
地
元
の

菅
原
先
生
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
今
年
で

24
年
と
長
く
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

会
員
は
11
名
で
、
毎
週
第
２
、
第
４
土

曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で
地
区
セ

ン
タ
ー
で
、
昭
和
の
懐
か
し
い
歌
や
時
に

は
朝
ド
ラ
の
歌
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
会

員
相
互
の
親
睦
も
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

上
郷
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
の
慰
問
、
敬
老
会

へ
の
参
加
、
保
育
園
の
訪
問
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

会
費
は
前
期
四
千
円
（
５
月
）、
後
期

四
千
円
（
９
月
）
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

の
見
学
、入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


